
山形市の県立高校に設置された太陽
光パネル。発電した電力を融通する

新エネルギーについて考えよう

スマートコミュニティー
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
型
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

次
世
代
社
会
イ
ン
フ

ラ

が
広
が
っ
て
き
た
。
島
根
県
隠
岐
諸
島
で
は
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電

力
網

の
構
築
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
量
を
増
大
さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を
進
め
る
。
山
形
県
山
形
市
で
は
施
設
同
士
で
電
力
を
相
互
融
通
し
、
地

域
で
直
接
使
え
る
再
生
エ
ネ
を
増
や
す
実
証
が
始
ま
っ
た
。
再
生
エ
ネ
の
地
産
地
消

は
電
力
系
統
へ
の
負
担
を
和
ら
げ
る
た
め
、
各
地
で
起
き
て
い
る
再
生
エ
ネ
の
新
規

契
約
中
断
問
題
の
解
決
策
の
一
つ
に
な
る
。

広
が
る
地
産
地
消
型
需
給
バ
ラ
ン
ス
安
定
化
へ
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隠
岐
諸
島
に
構
築

　
中
国
電
力
は
２
０
１
４
年

度
中
に
島
根
県
隠
岐
諸
島
に

大
型
蓄
電
池
を
使
っ
た
ス
マ

ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を
構
築
す

る
。
天
候
で
太
陽
光
や
風
力

発
電
の
出
力
が
変
動
し
て

も
、
蓄
電
池
が
充
電
と
放
電

を
切
り
替
え
て
変
動
を
吸
収

す
る
。

　
九
州
電
力
管
内
の
壱
岐
、

対
馬

い
ず
れ
も
長
崎
県

な
ど
の
離
島
で
も
蓄
電
池
に

よ
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
が

稼
働
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
周
波
数
変
動
の
吸
収
が
目

的
だ
。
風
の
強
さ
が
変
わ
っ

た
り
、
雲
の
通
過
で
起
き
る

瞬
間
的
な
出
力
変
動

短
期

変
動

は
周
波
数
変
動
を
招

く
た
め
、
蓄
電
池
の
充
放
電

の
素
早
い
切
り
替
え
で
変
動

を
緩
や
か
に
し
て
い
る
。

　
短
期
変
動
の
ほ
か
に
、
発

電
量
の
増
減
に
よ
る
長
期
変

動
が
あ
る
。
再
生
エ
ネ
の
新

規
契
約
の
中
断
も
長
期
変
動

が
主
な
原
因
だ
。
予
想
以
上

に
再
生
エ
ネ
の
発
電
量
が
増

え
続
け
た
り
、
逆
に
少
な
か

っ
た
り
す
る
と
、
発
電
量
と

需
要
を
一
致
さ
せ
る
の
が
難

し
く
な
る
。
も
し
再
生
エ
ネ

の
発
電
が
急
増
し
、
需
要
を

超
え
る
電
力
が
系
統
に
流
れ

込
む
と
停
電
の
危
険
性
が
高

ま
る
。
離
島
は
電
力
需
要
が

小
さ
く
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
や
す
い
。
し
か
も
系
統

が
短
い
た
め
短
期
変
動
の
影

響
も
受
け
や
す
い
。

　
中
国
電
力
は
隠
岐
諸
島
に

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池

Ｌ
ｉ
Ｂ
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
硫

黄
Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池
を
導
入
す

る
。
出
力
２
０
０
０

の

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
短

期
変
動
の
吸
収
を
担
う
。
同

４
２
０
０

の
Ｎ
Ａ
Ｓ
電

池
は
長
期
変
動
対
策
が
役
割

で
、
発
電
量
が
増
え
た
時
に

充
電
し
、
逆
に
発
電
量
が
低

下
し
た
時
は
放
電
し
て
需
給

バ
ラ
ン
ス
を
一
致
さ
せ
る
。

２
種
の
蓄
電
池
に
よ
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
は
国
内
初
だ
。
こ
の
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
で
隠
岐
諸

島
に
は
同
８
０
０
０

の

風
力
と
太
陽
光
発
電
を
追
加

導
入
し
、
全
体
で
１
万
１
０

０
０

の
再
生
エ
ネ
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
隠
岐
諸
島
は
再
生
エ
ネ
に

よ
る
地
産
地
消
で
火
力
へ
の

依
存
度
を
下
げ
ら
れ
、
諸
島

全
体
を
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
化
で
き
る
。
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
は
中
国
電
力
が

環
境
省
の
補
助
事
業
の
採
択

を
受
け
、
三
菱
電
機
が
シ
ス

テ
ム
構
築
を
担
当
す
る
。

宮
古
島
の
試
み

　
沖
縄
県
宮
古
島
で
は
違
っ

た
方
法
で
再
生
エ
ネ
の
導
入

量
を
増
や
し
、
島
全
体
を
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
化

す
る
試
み
が
始
ま
っ
て
い

る
。
島
内
の
再
生
エ
ネ
の
発

電
量
が
増
え
た
時
、
農
業
用

ポ
ン
プ
を
稼
働
さ
せ
る
。
あ

え
て
需
要
を
つ
く
る
こ
と
で

再
生
エ
ネ
の
電
力
を
消
費

し
、
系
統
内
の
需
給
バ
ラ
ン

ス
を
安
定
化
す
る
。

　
市
は
沖
縄
県
、
三
井
物

産
、
東
芝
な
ど
と
遠
隔
地
か

ら
農
業
ポ
ン
プ
を
制
御
す
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
島
に
あ

る
風
力
発
電
所
と
大
規
模
太

陽
光
発
電
所

メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー

の
発
電
量
が
増
加
す
る

と
、
ポ
ン
プ
を
自
動
的
に
動

か
す
実
証
を
す
る
。

　
宮
古
島
の
電
力
ピ
ー
ク
に

対
す
る
再
生
エ
ネ
比
率
は

％
前
後
。
全
国
平
均
の
１
％

を
大
き
く
上
回
り
、
変
動
が

起
き
や
す
く
系
統
が
不
安
定

化
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
。

　
実
証
シ
ス
テ
ム
は
再
生
エ

ネ
の
変
動
を
蓄
電
池
で
は
な

く
、
ポ
ン
プ
で
吸
収
す
る
。

う
ま
く
機
能
す
る
と
再
生
エ

ネ
の
導
入
を
拡
大
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
ポ
ン
プ
を
動
か
す

火
力
発
電
の
燃
料
費
も
削
減

で
き
る
。

山
形
は
電
力
融
通

　
山
形
市
で
は
電
力
融
通
で

再
生
エ
ネ
の
使
用
量
を
増
や

す
実
証
が
始
ま
っ
て
い
る
。

市
内
の
県
立
高
校
２
校
、
県

事
務
所
、
県
職
員
住
宅
を
電

線
で
結
び
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

で
発
電
し
た
電
力
を
各
施
設

で
使
う
。

　
基
本
的
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

は
施
設
一
棟
単
位
で
発
電
、

消
費
さ
れ
る
た
め
、
施
設
の

電
力
需
要
が
小
さ
け
れ
ば
発

電
し
て
も
使
い
切
れ
な
い
余

剰
電
力
が
発
生
す
る
。
余
剰

電
力
が
系
統
に
流
れ
る
「
逆

潮
流
」
が
大
量
に
起
き
た
系

統
は
電
圧
が
上
昇
し
て
不
安

定
に
な
る
。

　
こ
の
実
証
で
は
余
剰
電
力

が
発
生
し
た
施
設
か
ら
、
電

力
が
不
足
す
る
施
設
へ
と
送

電
す
る
。
余
剰
電
力
を
消
費

す
る
施
設
が
あ
る
限
り
逆
潮

流
の
発
生
を
抑
制
で
き
、
系

統
の
負
担
を
軽
く
で
き
る
。

加
え
て
、
地
域
で
直
接
消
費

で
き
る
太
陽
光
の
電
力
が
増

え
、
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
に
近
づ
く
。
実
証
は

環
境
省
の
研
究
事
業
と
し
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

な
ど
が
山
形
県
の
協
力
を
得

て
取
り
組
ん
で
い
る
。


